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経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
二
六
（
兼
第
三
回
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
）

と
、
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
つ
な
が

り
」、
第
三
ラ
ウ
ン
ド
「
理
想
と
現

状
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
課
題
設

定
」。
各
回
で
グ
ル
ー
プ
長
を
交
代

し
、
討
論
終
了
後
に
は
、
討
論
内

容
と
進
行
の
双
方
に
つ
い
て
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告
で
は
、

討
論
の
目
的
や
ゴ
ー
ル
を
事
前
に

共
有
す
る
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
の
言

葉
を
丁
寧
に
拾
う
こ
と
、
普
段
と

は
異
な
る
角
度
か
ら
問
い
か
け
る

こ
と
な
ど
、
議
論
を
深
め
る
工
夫

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
発

言
を
引
き
出
す
こ
と
に
集
中
し
て

深
掘
り
が
不
足
し
た
こ
と
や
、
時

間
管
理
が
難
し
く
最
後
の
ま
と
め

が
圧
迫
さ
れ
た
こ
と
、
議
論
が
脱

線
し
た
際
の
軌
道
修
正
な
ど
が
課

題
と
し
て
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
テ
ー
マ
設
定
や
事
前
準
備
の

重
要
性
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
姿
勢
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
自
由
な
意
見
交

換
を
促
す
進
行
に
つ
い
て
も
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
講
評
で
木
本
氏
は
、
発
言

機
会
は
お
お
む
ね
確
保
で
き
て
い

た
も
の
の
、
議
論
が
盛
り
上
が
る

　
十
月
十
四
日
（
水
）、
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
経
営
者
フ
ォ

ー
ラ
ム
二
〇
二
六
「
今
日
は
一
日
グ

ル
ー
プ
討
論
三
昧
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
企
画
は
、
二
〇
二
七
年
二

月
開
催
の
第
五
十
七
回
中
小
企
業

問
題
全
国
研
究
集
会
in
岡
山
（
全

研
岡
山
）
に
向
け
た
、
全
研
実
行
委

員
会
主
催
の
第
三
回
グ
ル
ー
プ
長

学
習
会
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
挨
拶
と
趣
旨
説
明
で
は
、
全

研
岡
山
副
実
行
委
員
長
の
木
本
康

大
氏
（
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
T
A
K
E
K
I
C
H
I
代
表
取

締
役
）
が
、
グ
ル
ー
プ
長
に
求
め
ら

れ
る
「
引
き
出
す
力
」「
伝
え
る
力
」

「
ま
と
め
る
力
」
に
つ
い
て
説
明
。

こ
れ
ら
は
グ
ル
ー
プ
討
論
だ
け
で
な

く
、
会
議
や
交
渉
、
自
社
経
営
に
も

通
じ
る
能
力
で
あ
り
、
実
践
と
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
重
ね
、「
知
っ
て
い

る
」
か
ら
「
で
き
る
」
へ
と
成
長
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
㈱
ク
リ
エ
イ
ト
岡
山

代
表
取
締
役
の
梅
田
光
悦
氏
が
ミ

ニ
報
告
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
て
全
三
回
の
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
第
一
ラ

ウ
ン
ド
「『
社
員
が
報
わ
れ
る
会
社
』

と
は
／
自
社
に
足
り
な
い
も
の
」、

第
二
ラ
ウ
ン
ド
「
経
営
者
の
幸
せ

●コラム●経営者フォーラム（兼グループ長学習会）●副実行委員長挨拶●同友会研修会●変
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「
今
日
は
一
日
グ
ル
ー
プ
討
論
三
昧
」
を
開
催

気
心
の
知
れ
た
旧
友

と
、
約
一
年
を
か
け
て

四
国
八
十
八
か
所
を
巡

り
、
結
願
の
お
礼
参
り

に
高
野
山
奥
之
院
を
訪

れ
ま
し
た
▼
長
い
道

中
、
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
、
時
に
は
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
語
り
な
が
ら
、
一
つ

ひ
と
つ
札
所
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。「
同
行
二
人
」
と
い
う
言

葉
の
よ
う
に
、
一
人
で
歩
い
て

い
る
よ
う
で
、
一
人
で
は
な
い

こ
と
を
感
じ
る
旅
で
も
あ
り
ま

し
た
▼
振
り
返
れ
ば
、
経
営
も

お
遍
路
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

順
調
な
時
ば
か
り
で
は
な
く
、

迷
い
、
立
ち
止
ま
り
、
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
時
も
あ
る
。
そ

れ
で
も
多
く
の
仲
間
や
ご
縁
に

支
え
ら
れ
、
一
歩
ず
つ
前
へ
進

む
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
い
つ

し
か
大
き
な
道
の
り
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
▼
高
野
山
で
弘

法
大
師
さ
ま
に
結
願
を
ご
報
告

し
、
一
区
切
り
。
し
か
し
、
経

営
も
人
生
も
こ
こ
が
ゴ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
な
る
挑
戦

は
「
四
国
別
格
二
十
霊
場
」。

八
十
八
に
二
十
を
加
え
て
百

八
、
煩
悩
の
数
と
同
じ
で
す
▼

ま
だ
ま
だ
煩
悩
を
抱
え
な
が

ら
、
旧
友
と
新
た
な
景
色
を
求

め
、
次
の
一
歩
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す

�

（
獅
子
丸
）
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浅野 浩一 実行委員長

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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時間 内容

12:30 開会挨拶・趣旨説明、ミニ報告（㈱クリエイト岡山　梅田氏）

13:20 第1ラウンド　
討論テーマ　「『社員が報われる会社』とはどのような会社か。自社に足りないものは何か。」

14:30
第2ラウンド　
討論テーマ　「経営者自身の幸せと、会社が目指すもの（理念・ビジョン）とは、どのようにつ
ながっているか。」

15:40
第3ラウンド
討論テーマ　「自社の理想の姿（経営理念・ビジョン）と現状とのギャップを埋めるために、
どのような課題を設定しているか。」

16:50 グループ内総括・発表

17:20 全体講評・閉会挨拶

当日のスケジュール
当日は、討論45分＋評価入力・振り返り15分+休憩10分を１ラウンドとして、これを３回実施しました。評価入
力は２次元コードを読み込み、Googleフォームにアクセスして、各設問に回答する形式で行いました。

第第 11 分分科科会会  

⼈⼈をを⽣⽣かかすす経経営営とと⼈⼈権権（（中中同同協協））  
第第 77 分分科科会会  

事事業業継継続続とと事事業業承承継継（（北北海海道道））  

⼈⼈をを⽣⽣かかすす経経営営とと⼈⼈権権  
〜〜「「ビビジジネネススとと⼈⼈権権」」をを超超ええるる企企業業ののあありり⽅⽅  

任任せせてて育育ててるる組組織織がが承承継継をを成成功功ささせせるる  
〜〜事事業業承承継継をを会会社社成成⻑⻑のの起起爆爆剤剤にに  

第第 22 分分科科会会  

⼈⼈材材難難時時代代のの中中⼩⼩企企業業経経営営（（⿅⿅児児島島））  

第第 88 分分科科会会  

中中⼩⼩企企業業とと⾦⾦融融（（広広島島））  

⼈⼈材材難難時時代代のの中中⼩⼩企企業業経経営営「「選選ばばれれるる会会社社、、居居続続けけたたいい会会社社ととはは」」  
〜〜⼈⼈をを⽣⽣かかすす地地⽅⽅企企業業がが⽇⽇本本をを変変ええるる  

地地域域⾦⾦融融とと企企業業のの未未来来  
〜〜同同友友会会とと⾦⾦融融機機関関・・⾏⾏政政、、双双⽅⽅のの⽴⽴場場かかららアアセセスス運運動動のの成成果果とと課課題題をを確確
認認しし今今後後をを展展望望すするる  

第第 33 分分科科会会  

イインンフフレレ下下のの中中⼩⼩企企業業経経営営とと賃賃上上げげ（（中中同同協協））  
第第 99 分分科科会会  

⼈⼈⼝⼝減減少少時時代代ににおおけけるる中中⼩⼩企企業業とと地地域域（（岡岡⼭⼭））  

イインンフフレレ下下のの中中⼩⼩企企業業経経営営とと持持続続的的なな賃賃上上げげ  
〜〜調調査査デデーータタかからら探探るる価価格格転転嫁嫁・・⽣⽣産産性性向向上上のの可可能能性性  

地地域域をを⽀⽀ええるる中中⼩⼩企企業業のの役役割割とと責責任任  
〜〜課課題題先先進進地地・・新新⾒⾒かからら問問うう、、中中⼩⼩企企業業にによよるる地地域域づづくくりりのの可可能能性性とと限限界界  

第第 44 分分科科会会  
公公正正なな取取引引とと価価格格決決定定権権（（三三重重））  

第第 1100 分分科科会会  
平平和和・・国国際際環環境境とと中中⼩⼩企企業業経経営営（（中中同同協協））  

下下請請かからら共共創創へへ  
〜〜価価格格交交渉渉⼒⼒をを持持ててるる領領域域へへのの挑挑戦戦  

平平和和・・国国際際環環境境とと中中⼩⼩企企業業経経営営  
〜〜中中⼩⼩企企業業はは世世界界のの平平和和ににどどうう向向きき合合ううかか  

第第 55 分分科科会会  
中中⼩⼩企企業業とと技技術術⾰⾰新新（（DDXX、、AAII、、ロロボボテティィククスス等等））（（静静岡岡））

第第 1111 分分科科会会  

中中⼩⼩企企業業とと産産業業政政策策（（愛愛知知））

AAII 時時代代にに、、「「⼈⼈をを⽣⽣かかすす経経営営」」をを問問いい直直すす  
〜〜既既存存事事業業とと新新規規事事業業ををどどうう両両⽴⽴しし、、経経営営者者はは社社員員ととどどうう進進むむののかか  

「「ココスストトカカッットト型型経経済済」」をを超超ええてて  
〜〜⼈⼈間間のの暮暮ららししをを⽀⽀ええるる「「ももののづづくくりり」」とと、、ここれれかかららのの⽇⽇本本経経済済  

第第 66 分分科科会会  
中中⼩⼩企企業業のの環環境境対対応応ととエエネネルルギギーー問問題題（（⼤⼤阪阪））

⼈⼈をを⽣⽣かかすす経経営営とと環環境境経経営営はは⾃⾃社社経経営営のの両両輪輪  

中
で
時
間
配
分
が
崩
れ
、
意
見

の
深
掘
り
や
ま
と
め
が
不
十
分

に
な
る
傾
向
を
指
摘
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
自
分
の
発
言
の
意
義

を
実
感
し
、
具
体
的
な
行
動
に

つ
な
げ
る
た
め
の
時
間
管
理
と

意
見
集
約
の
重
要
性
に
も
触
れ
、

社
内
会
議
に
も
通
じ
る
課
題
と

し
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
同
友
会
の
理
念
「
自

主・民
主・連
帯
」
に
つ
い
て
、

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め

合
い
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を

知
る
点
に
本
質
が
あ
る
と
説

明
。
多
様
な
背
景
を
持
つ
経

営
者
が
意
見
を
交
わ
し
、
議

論
を
ま
と
め
る
グ
ル
ー
プ
討

論
は
、
理
念
を
実
践
す
る
場

で
も
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
は
発
言
の
少
な

い
社
員
が
会
社
を
支
え
る
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
る
可
能

性
に
も
言
及
し
、
経
営
者
が

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
社
員

と
と
も
に
考
え
る
関
係
を
築

く
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま

し
た
。

　
閉
会
挨
拶
で
は
、
浅
野
浩
一
実

行
委
員
長
が
約
二
時
間
半
に
わ

た
る
討
論
を
振
り
返
り
、
グ
ル

ー
プ
長
の
役
割
は
進
行
の
手
順

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
が
学
び
を
持

ち
帰
り
、「
集
ま
っ
て
良
か
っ
た
」

と
感
じ
ら
れ
る
場
を
つ
く
る
こ

と
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
参

加
者
が
悩
み
や
意
見
を
率
直
に

語
り
合
い
、
よ
り
良
い
会
社
づ

く
り
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る
場

の
重
要
性
を
確
認
し
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
次
回
、
第
四
回
グ
ル
ー
プ
長

学
習
会
は
十
二
月
九
日
（
水
）
十

八
時
よ
り
、
岡
山
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
予
定
で
す
。

�
（
o
）

梅田 光悦 氏

第 57 回　中小企業問題全国研究集会 in 岡山　分科会一覧
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同友会の実践、役得とはなにか？

全研岡山・副実行委員長
　　　　　　　 木本 康大 氏
（㈱ファーストディレクションTAKEKICHI）

　この度、全研岡山の副実行委員長を拝命いたしま
した。私はここ最近様々なお役をいただくことが多
いです。他の会員さんから「そんなに役を受けて大
丈夫？」とよく心配をされます。確かに自社を経営
しながら同友会運動を行うことは大変かもしれませ
ん。しかし、私は自社をもっと発展させたいという
思いで、同友会で学んでいます。創業当初、自社を
空けることなどできず、ひたすら現場作業をしてい
た時期もありました。そこから現場を少しずつ離れ、
経営者にシフトするまでには、同友会で役を受ける
度に専務や幹部たちと相談し、社外に出られる体制
を少しずつ作ってきた過程がありました。
　今回は、中小企業問題を考える全国の交流会での
副実行委員長という役割です。盛会に向けて誰より
も多く、そして全体を見る立場で中小企業問題のこ
とや全国レベルの大会運営を考えています。だから
こそ学びが深まり、自身の経営判断や組織づくりに
紐づいていくものだと思います。それがまさに役得
であり、その学びを自社で実践することで「外部環
境変化の激しい時代だから」と言い訳などせず、柔
軟であり、発展し続けられる組織づくりができるの
ではないでしょうか。

全研岡山副実行委員長挨拶

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
二
六

（
兼
第
三
回
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
）
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋

●「
良
い
グ
ル
ー
プ
討
論
と
は
？
」
を

考
え
、
実
践
で
き
る
場
で
あ
っ
た

と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論
を
通

じ
て
の
自
社
へ
の
生
か
し
方（
声
を

吸
い
上
げ
、
ま
と
め
、
活
か
す
）

に
つ
い
て
も
、
同
友
会
の
グ
ル
ー

プ
討
論
＝
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
自
分
の
グ

ル
ー
プ
長
と
し
て
の
課
題
を
見
つ

け
る
機
会
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
本
日
参
加
さ
れ
て
い
な
い
方

を
は
じ
め
、
新
会
員
に
と
っ
て
は

「
グ
ル
ー
プ
長
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
す

ぎ
て
、
例
会
参
加
自
体
が
億
劫
に

な
る
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
新
会

員
で
議
論
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
が

そ
も
そ
も
得
意
で
な
い
方
が
ど
の

よ
う
に
グ
ル
ー
プ
長
の
経
験
を
積

ん
で
い
く
か
は
各
支
部
で
考
え
る

必
要
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
討
議
を
三
回
繰
り
返
す

本
日
の
や
り
方
は
斬
新
で
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
な
位
置
付
け

と
理
解
し
、
実
際
に
グ
ル
ー
プ
長

を
行
う
際
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
や
す

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
問
い
の
立

て
方
」「
討
議
の
柱
の
分
解
の
仕
方
」

「
場
の
温
め
方
」
な
ど
意
識
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
長
が
メ
ン
バ
ー
を
リ
ー
ド

し
よ
う
と
し
過
ぎ
る
と
良
く
な
い
。

メ
ン
バ
ー
を
信
じ
て
手
綱
を
握
る

役
目
を
感
じ
た
。
一
回
目
、
二
回

目
の
勉
強
会
で
の
学
び
を
共
有
す

る
場
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
今
回
の

実
践
に
活
か
せ
た
か
と
も
思
い
ま

し
た
。

●
目
的
と
着
地
点
を
明
確
に
し
て
、

会
議
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
、
と
思
い
ま
し
た
。

●
討
議
の
柱
で
深
掘
り
す
る
た
め
に

は
、
事
前
準
備
、
振
り
方
、
話
し

合
い
の
前
の
時
間
の
仕
切
り
の
重

要
性（
目
的
・
ゴ
ー
ル
共
有
）、
キ

ー
ワ
ー
ド
を
広
げ
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
、
自
由
な
発
言
、
任
せ
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

●
休
憩
中
に「
グ
ル
ー
プ
長
っ
て
ど
う

や
れ
ば
い
い
の
？
」
と
い
う
一
人
の

自
己
開
示
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
課
題
や
考
え
を
共
有
し
、

第
二
、
第
三
ラ
ウ
ン
ド
に
臨
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、一
日
を
通
じ
て

一つ
の
ゴ
ー
ル
を
全
員
で
目
指
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
こ
そ
が
普
段
の

例
会
で
の
グ
ル
ー
プ
討
議
の
理
想

で
あ
り
、
ひ
い
て
は
自
社
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
経
営
の
形
な
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。

●
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
三
度
も
の
討
議
、

グ
ル
ー
プ
長
に
つ
い
て
、
実
践
し

な
が
ら
深
め
合
え
る
貴
重
な
機
会

で
し
た
。
普
段
は
、
各
社
個
別
の

経
営
課
題
を
持
ち
寄
る
が
、
今
回

は
、
グ
ル
ー
プ
長
と
い
う
共
通
の

課
題
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り

組
め
た
、
と
い
う
の
が
グ
ル
ー
プ
で

の
ま
と
め
と
な
り
ま
し
た
。

●
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
は
有
意
義
な

会
で
し
た
。
こ
の
学
び
を
支
部
に

持
っ
て
帰
っ
て
生
か
し
ま
す
。

●
初
め
て
グ
ル
ー
プ
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
時
間
も
ゆ
っ
く
り

と
れ
、
失
敗
し
て
も
O
K
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て
の
グ
ル
ー
プ

長
学
習
会
で
し
た
が
、
参
加
人
数

を
も
っ
と
増
や
し
て
実
施
で
き
た

ら
、も
っ
と
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
学
び
も
多

く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
楽
し
い
グ

ル
ー
プ
討
論
で
し
た
！
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ど
ん
な
情
勢
で
も
伸
び
て
い
け
る

企
業
づ
く
り
・
同
友
会
づ
く
り

同
友
会
研
修
会（
兼・二
〇
二
六
年
度
第
一
回
役
員
研
修
会
）

　
九
月
三
十
日
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に「
同
友
会
研
修
会
（
兼
・
二
〇
二

六
年
度
第
一
回
役
員
研
修
会
）」
を
開
催
し
、

約
二
十
人（
事
務
局
含
む
）が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
兵
庫
同
友
会
の
藤
岡
義
己
会
長
理
事

（
㈱
イ
ー
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
）

を
招
き
、「
ど
ん
な
情
勢
で
も
伸
び
て
い
け
る

企
業
づ
く
り
・
同
友
会
づ
く
り
」
と
題
し
て

ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
藤
岡
氏
は
冒
頭
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
会
員
企
業
の

約
六
割
が
被
災
し
、ト
ッ
プ
役

員
の
会
社
も
倒
産
に
追
い
込

ま
れ
た
経
験
に
触
れ
、「
役
員

の
会
社
が
潰
れ
る
よ
う
で
は
同

友
会
は
発
展
で
き
な
い
。
経
営

を
本
気
で
学
ぶ
場
と
し
て
同

友
会
を
再
構
築
し
よ
う
」
と

の
強
い
危
機
感
か
ら
企
業
づ
く

り
を
中
心
軸
に
据
え
て
き
た

兵
庫
同
友
会
の
歴
史
を
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
し
て「
自
社
の

企
業
づ
く
り
と
同
友
会
づ
く

り
は
不
離
一
体
。
役
員
が
同

友
会
で
学
び
、
実
践
し
た
こ
と

す
べ
て
が
自
社
経
営
に
生
き

る
」
と
強
調
。「
各
社
の
成
長

段
階
に
応
じ
て
、
①
赤
字
企

業
は
黒
字
企
業
へ
、
②
弱
い
会

社
は
普
通
の
会
社
へ
、
③
普
通

の
会
社
は
強
い
会
社
へ
、
④
強

い
会
社
は
良
い
会
社
へ
、
⑤
そ

し
て
最
終
的
に
は『
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
会
社
（
同
友
会
型
ビ
ジ
ョ

ナ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
）』
を
目
指
し
、
役
員
自

ら
が
同
友
会
の『
商
品
見
本
』
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
特
に
組
織
の
発
展
と
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

「
自
社
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
若
手
を

定
期
的
に
採
用
し
、
部
下
を
持
た
せ
て
育
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
友
会
も
全
く
同
じ
。

新
し
い
仲
間
を
継
続
的
に
迎
え
入
れ
ら
れ
な

●「
組
織
は
戦
略
に
従
い
、戦
略
は
組
織
に
従
う
」

と
い
う
命
題
を
、
組
織
の
状
況
や
段
階
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
具
体
的
な
事
例
が
お
聞
き

で
き
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
支
部
と

い
う
組
織
の
あ
り
方
と
役
の
割
り
振
り
が
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
早
速
支
部
活

動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
ま
た「
ビ
ジ

ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
への
道
」
の
図
解
が
分

か
り
や
す
く
、
自
社
が
今
ど
の
段
階
で
次
に

ど
こ
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
ら
れ
る
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
た
。
岡
山
で
は「
よ
い
会
社
」

を
語
る
こ
と
は
多
く
と
も
、そ
の
下
地
と
な
る

「
普
通
の
会
社・
強
い
会
社
」
を
考
え
る
機
会

が
少
な
い
た
め
、
会
社
と
同
友
会
の
乖
離
が

生
じ
う
る
の
だ
と
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。「
自
社
で
働
く
社
員
が
幸
せ
に
な
れ
る

か
？
」
を
同
友
会
に
置
き
換
え
れ
ば
、「
会
員

は
岡
山
同
友
会
で
学
ぶ
こ
と
で
よ
い
会
社
に

な
れ
る
か
？
」。
今
後
の
支
部
活
動
や
小
ブ
ロ

ッ
ク（
地
区
）
単
位
で
の
活
動
の
糧
に
し
て
い

き
た
い
。

●「
組
織
は
戦
略
に
従
う
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
目
標
数
値
だ
け
で
は
戦
略

と
は
言
え
ず
、
そ
の
目
標
を
ど
の
よ
う
な
手

段・
方
策
で
達
成
す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
の

が
本
来
の
戦
略
で
あ
り
、
そ
こ
に
共
感
が
集

ま
る
こ
と
で
自
然
と
目
標
に
近
づ
く
。
兵
庫

同
友
会
は「
黒
字
化
」「
数
字
に
厳
し
い
」
と

の
印
象
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
阪
神・

淡
路
大
震
災
が
あ
り
、
先
人
た
ち
の
二
度
と

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
思
い
が

今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
同

友
会
は
異
業
種
の
集
ま
り
で
あ
り
、
他
流
試

合
が
で
き
る
と
い
う
指
摘
も
新
鮮
だ
っ
た
。

決
算
書
を
共
有
し
、
社
内
の
様
々
な
取
り
組

み
を
パ
ク
リ
合
う
な
ど
、
お
互
い
が
切
磋
琢

磨
す
る
風
土
が
岡
山
で
は
不
足
し
て
い
る
と

感
じ
た
。
遠
慮
し
て
踏
み
込
み
す
ぎ
な
い
よ

う
距
離
を
保
と
う
と
す
る
風
潮
が
あ
り
、
何

が
何
で
も
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
執
着

心
の
薄
さ
を
感
じ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋

い
同
友
会
が
成
長
・
発
展
す
る
わ
け
が
な
い
」と

力
説
。
そ
の
意
味
で
各
社
の
経
営
実
践
と
同
友

会
の
増
強
活
動
は
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
り
、

役
員
が
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
自
社
と
同
友
会
を

伸
ば
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

　
㈱
イ
ー
エ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
践
で
は
、
経

営
指
針
の
成
文
化
と
全
社
的
実
践
（
T
Q
M
手

法
を
用
い
た
方
針
展
開
や
一
泊
研
修
等
）を
通
じ
、

経
営
理
念
と
日
々
の
業
務
を
結
び
つ
け
る
仕
組

み
を
紹
介
。「
経
営
者
は
社
員
に
対
す
る
期
待
を

示
し
、
社
員
は
そ
れ
に
応
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ

と
が
人
間
尊
重
の
経
営
の
基
本
」と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
岡
山
同
友
会
に
対
し
、
来
年
の
全
研
や
法

人
化
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
捉
え
、「
全
国
行
事

の
設
営
や
全
国
の
知
見
を
活
性
化
の
た
め
に
使

い
倒
し
、『
岡
山
同
友
会
の
第
二
創
業
』
を
成
し

遂
げ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
あ
な
た
の
会
社
は『
ビ

ジ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン
パニ
ー
への
道
』の
ど
の
段
階
に

あ
り
ま
す
か
？
　
次
の
段
階
へ
進
む
た
め
に
何
に

取
り
組
み
ま
す
か
？
」「
悩
み
や
課
題
を
語
り
合

い
、
磨
き
合
う
同
友
会
に
す
る
た
め
に
、
あ
な
た

は
役
員
（
会
員
）と
し
て
何
を
し
ま
す
か
？
」を

テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
山
辺
啓
三
代
表
理
事
よ
り「
今
日

の
学
び
を
機
に
、
役
員
が
先
頭
に
立
って
仲
間
づ

く
り
と
自
社
経
営
の
実
践
に
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
Y
）

藤岡 義己 氏
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経
営
者
自
身
や
自
社
は
、
こ
の
一
年
で
ど

れ
だ
け
成
長
し
た
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

成
長
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
大
切
な

の
は
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
成

長
し
た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
経
営
者
自
身
の
成
長
を
確
認
す

る
た
め
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
Ⅰ 

経
営
者
の

責
任
」を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
意

識
し
て
実
行
で
き
た
こ
と
」
も
あ
れ
ば
、「
で

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
不
十
分
だ

っ
た
こ
と
」
も
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
振
り
返
り
が
、
新
た
な
気
づ
き
や
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
経
営
者
一
人
で
は

な
く
、
役
員
や
管
理
職
、
場
合
に
よ
っ
て
は

社
員
も
巻
き
込
む
こ
と
で
、
自
分
で
は
気
づ

か
な
か
っ
た
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
毎
年
活

用
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

経
営
者
自
身
も
自
社
も
、
毎
年
成
長
し
て
い

く
存
在
だ
か
ら
で
す
。
成
長
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
同
じ
項
目
で
振
り
返
っ
て
も
、
そ
の
意

味
や
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
毎
年
診
断
す
る
こ
と
は
、
こ

う
し
た
自
ら
の
変
化
を
実
感
し
、
成
長
を
確

か
め
、
次
の
成
長
に
つ
な
げ
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
は
、
経
営
者
と
し

て
の
喜
び
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
企
業
変
革
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
自
社
の
経

営
を
自
己
診
断

（
セ
ル
フ
ア
セ
ス

メ
ン
ト
）
す
る

た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
経
営
者
が
自
ら

の
能
力
や
役
割
、
責
任
、
成
果
、
社
会
貢
献

な
ど
を
振
り
返
り
、
そ
れ
ら
が
組
織
の
行
動

や
成
果
に
ど
の
程
度
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
、

成
熟
度
の
観
点
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
自
社
の
経
営
の
あ
り
方
を
客
観
的

に
見
つ
め
直
す
こ
と
は
、
経
営
者
の
重
要
な

責
務
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

企業変革支援プログラムを活用し、
経営者と企業の成長を確かめよう

経営労働委員長　松本 直也 氏
（㈱アルマ経営研究所　代表取締役）

11 月・12月は企業変革支援プログラム
登録強化・普及月間

『企業変革支援プログラムVer.2』の特徴

今日的な課題である「働く環境づくり」やSDGｓなどの社会的責任に関す
る項目も盛り込まれ、中小企業を取り巻く様々な経営課題を網羅していま
す。

① 評価項目の「総合性」

評価の根拠となる実践例や考えられる取り組み例が記載されており、これ
を判断基準にすることで評価の背景を考えることができます。1年後でも、
評価点を選んだ根拠が明確なため振り返りができます。

③ 評価点を選んだ理由の「明瞭性」

自己診断で課題を抽出した後、課題を克服するために必要な変革内容を明
確にできます。課題解決のヒントとなる様々な具体例が満載です。

② 診断から取り組み項目検討への「連続性」

info@okayama.doyu.jp

お求めは岡山同友会事務局まで 086-222-7473

←次ページに対応する主な同友会メニューを紹介しています。
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　私は個人事業主で組織販売ということ
もあり、当初は同友会に参加する意義を
あまり感じられていませんでした。そんな
中、例会で報告する機会をいただきまし
た。当日までに様 な々経営者から意見を
いただく中で、自分では気づいていなかっ
たことに気づかされ、視野が少しずつ広
がっていきました。そして、自分がこれか
らやるべきことも、少しずつ明確になって
いきました。
　プログラムに取り組んだことで、単に数
字を登録しただけではなく、「自社は何を
しているのか」「何を目指しているのか」を、
自分自身に問い直すことができました。
　取り組む前は、プログラムそのものが

何なのかもよく分かっ
ていませんでした。し
かし、実際に自社の数
字を登録し、同友会
の仲間から意見をいただく中で、自分で
は見えていなかったものが見えるようにな
りました。そして、気づいたことを一つず
つ実行していくことが、今の自分にとって
事業を続けていく力になっています。
　これからも、数字に振り回されるので
はなく、一つの判断材料として活用しなが
ら、「仲間と共に楽しく羽ばたく」という自
分の目指す姿に向かって、一つ一つ取り
組んでいきたいと思っています。

企業変革支援プログラム　実践企業事例①
アルソアフェリーク　   代表 山本 美知代 氏（倉敷支部）

　弊社は、経営指針書を作成した2017
年から企業変革支援プログラムヘの登録
を始めました。当初の「STEP１」では
49点から、年々上がって22年には69点
になっていましたが、「Ver.2」になった
23年は47.2点に下がり、取り組めていな
いところが項目ごとに明確になり、わかり
やすくなりました。
　弊社では、まず企業変革支援プログラ
ムで会社の課題を見つけ、緊急性と重要
性の総合点数を経営指針の重点課題と
し、その後、「働く環境分析シート」や「社
員満足度調査」「外部環境分析」「事業
分析」「売上分析」等を行い中期・短期

経営計画を作成し、会
社と個人のアクション
プランにつなげ実践し
ています。
　社員満足度調査や健康経営など社員ア
ンケートも行っていますが、最終的には、
企業変革支援プログラムと同じ課題になっ
ていることがわかり、プログラムが的確に示
していることにあらためて気づかされていま
す。
　昨今、飲食業界を取り巻く環境は大変
厳しい状態ですが、課題を少しずつ改善し、
お客様に喜んでいただける信頼されるお店
づくりに、社員とともに取り組んでまいります。

企業変革支援プログラム　実践企業事例②
㈱楓　   代表取締役　井上 富男 氏（備北支部）

　2023年に倉敷支部で行われた『企業変革支援プログ
ラムVer.2』の勉強会に参加し、取り組むようになりました。 
　当時、取締役部長として、育成計画、事業計画、採用
活動、給料ベースアップ、社長の年齢を考えて承継のことや、
面談、メンバーの一体感、ビジョン共有、新商品の考案、
ブランディング等、全てが必要で、早く進めなければと、焦
りと不安で頭の中がぐちゃぐちゃでした。 
　プログラムは、経営者の取り組む項目がテーマに分けら
れており、自社の現状を採点し、評価が悪いところを、優
先順位をつけて計画を立てます。この時、重要性と緊急度
が高かった２つ、10年ビジョンの策定、事業存続への取り
組みに絞り、手を付けました。幹部でビジョンは作成した
ものの、社員にどう共有するかが課題で、会社のビジョン

を自分事として考えるために、練習とし
て社員に新規事業を考えてもらう取り
組みを始めました。これが1年半前に
スタートしたトラック買い取りにつなが
っています。 
　事業存続への取り組みでは、「次の社長は岡﨑だろう」
という雰囲気だけでしたが、幹部会の中で、はっきり私が
次に会社を継ぐという認識がそろい、社員の理解が得られ
るように役職も変更しました。この２つの取り組みによって
不安が解消され、次にすべきことが計画的に考えられるよ
うになりました。今年の年末までに課題を整理し、次年度
の年間計画に落とすことで継続的に実施していきたいと思
います。

企業変革支援プログラム　実践企業事例③
㈱カートップ　   取締役副社長　岡﨑 有功 氏（岡山南支部）

※前ページの自己診断シート
　チェックに対応しています。

マネジメント研修会

マネジメント研修会
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　 第6回理事会報告　 第6回理事会報告
2026年10月28日＠オンライン2026年10月28日＠オンライン 	26年度方針の数値目標と実績

■各支部例会参加率（前月実績）
（所属支部の例会に参加した支部会員数/支部会員数）
※支部会員数は9月理事会承認の値

岡山北支部	      -　	（0/162）
岡山南支部　  	 -　	（0/147）
倉敷支部	　　  22.8％	（29/127）
作州支部	 33.3%	（7/21）
備北支部	 　　  -　	（0/49）
東備支部	 　　　-　	（0/39）
■e.doyuアクセス率（月平均値）
岡山北支部	 33.2%	
岡山南支部	 35.3%	
倉敷支部	 42.1%	
作州支部	 46.9%	
備北支部	 34.8%	
東備支部	 51.1%	
全体	 37.8%
■企業変革支援プログラム登録者

（2026年10月末日の登録）
岡山北支部	      2.5%	（4/162）
岡山南支部　  	 2.0%	（3/147）
倉敷支部	　　  18.9%	（24/127）
作州支部	 9.5％	（2/21）
備北支部	 　　  2.0%	（1/49）
東備支部	 　　　0.0％	（0/39）
全体	 34人
■経営指針書の事務局提出数

（2026年10月末日の提出）
岡山北支部	      1.9%	（3/162）
岡山南支部　  	 3.4%	（5/147）
倉敷支部	 　　  5.5％	（7/127）
作州支部	 0.0％	（0/21）
備北支部	 　　  6.1％	（3/49）
東備支部	 　　　0.0％	（0/39）
全体	 18社
■支部例会と全県行事の

オブザーバー参加人数
岡山北支部	 12	
岡山南支部	 21	
倉敷支部	 8	
作州支部	 22	
備北支部	 0	
東備支部	 13		
全体	 76人
■岡山同友会の主要な学習プログラム受講社数	
岡山北支部　　　　　7	
岡山南支部	 14	
倉敷支部	 7	
作州支部	 2	
備北支部	 3	
東備支部	 3	
今年度合計	 36社

（25年度受講社数42社）

松本直也副代表理事が議長に就任し、議案
を審議した。
○入退会の審議

仲間づくり委員会より提案。4人の入会につ
いて審議を行い、異議なく承認となった。当月
承認後の会員数は548人（純増+3人、期首対
比+11人）。あわせて、翌月以降退会予定の4人

（岡山北2人、東備2人）の申出状況報告、およ
び他支部への紹介実績を集計したマトリクスの
共有が行われた。
○実践を図る指標の支部別一覧表の確認

資料を回覧。9月のe.doyuアクセス率44.6%
（243人）、経営指針書提出数（18社）、社員
共育大学参加社数（19社）、マネジメント研修
会参加社数（11社）、『変革支援プログラム
Ver.2』年度登録（34社）等の進捗を確認した。
各支部における例会参加率の向上、成文化研
修会の受講推進、11 〜 12月の企業変革支援
プログラム登録強化・普及月間に向けた取り組
み、および全研（2027年2月）に向けた参加呼
びかけを要請した。
○会勢の維持発展について（グループ討論）

山辺啓三代表理事と門田悦子代表理事より
問題提起。今年度活動方針「人を生かす経営
こそ未来をつくる～今やらねばいつできる」に基
づき、会勢目標（650人）に対する実績と課題、
仲間づくり・退会防止・例会参加・e.doyu活
用の実践状況等の振り返りを実施した。グルー
プ討論と各支部長によるグループ発表を通じ、
例会の質の向上と学びの魅力発信、一部の役
員に依存するのではなく一人ひとりの会員が1人
ずつ誘う組織風土づくり、オブザーバーや休眠
会員を対象とする丁寧な企業訪問とフォローの
徹底、自社の経営環境を自ら改善し地域と共に
発展するという目的意識の共有等について意見
を交換した。
○第57回全国研究集会（全研）の準備の進
捗報告

浅野浩一実行委員長より報告。前日の中同
協幹事会で承認された動員目標（全国1,003
人、うち岡山180人）を確認。全11分科会の
表題と報告者、室長・副室長の選任状況、告
知用短尺モーショングラフィックスのSNS活用、
リーフレット作成の進捗（11月中旬完成予定）、
物産展（4階フロア展開）の準備状況等を報告
した。あわせて第4回グループ長学習会（12月9
日）への積極的な参加を呼びかけた。
○2027新春経営講演会の概要

担当事務局より報告。◆日時：2027年1月
20日（水）18：30開会 ◆会場：岡山国際交
流センター（ハイブリッド開催） ◆報告者：㈱
世起・代表取締役・今村暢秀氏（愛媛同友
会代表理事）。担当正副代表理事（山辺代表・
大西副代表）を中心に準備を進める。行政・
金融機関等に対する後援申請と回答状況（8
割回答済み）および今後のスケジュールを確認
した。
○一般社団法人化プロジェクトの進捗報告

法人化プロジェクトチームより報告。10月20
日に開催された第3回会議における検討内容に
ついて説明。近日中に定款の「第1次草案（叩
き台）」を作成し、理事会での審議・承認を経て、
各支部役員会および会員説明会（12月頃予定）
を実施する方針を共有した。
○その他報告事項
◆活動報告および月次試算表を回覧 ◆
Instagram公式アカウントを取得し、限定的な
テスト運用を実施中（Meta広告を通じて既に一
部がInstagramにも自動配信されているため）
◆会員の県外報告予定を報告。

詳しくは巻末の
チラシをご覧ください。

検索順位が
低い…

見づらい…

お問い合わせ
が来ない…

長らく更新
していない…

Web
ソリューション
プラン!

サンコー印刷の

ほったらかしのHP
 　　　　　　　　　　　　に育てる売上につながる武器 

を、

でホームページ、作っただけ？止まってませんか

会　員　紹　介新

ありい みき

倉
敷
支
部

〒713-8122
倉敷市玉島中央町1-22-30
TEL086-526-1313
住宅リフォーム・リノベーション、新築注文住宅の設計施工、およ
び不動産売買仲介業

代表取締役　倉森　仁司
ひとしくらもり

㈱カスケホーム

ありい みき

倉
敷
支
部

〒701-0111
倉敷市上東516-7
TEL086-462-8300
フレンチレストラン「ポン・ヌフ」の運営および、ウエディング（結婚
式場・ブライダル）事業

代表取締役　小野　康久
やすひさおの

㈲コラソン

ありい みき岡
山
北
支
部

〒701-0152
岡山市北区延友328-17
TEL080-6973-5862
女性専用の完全予約制プライベートサロンで、筋膜リリース（ファ
シアドレナージュ）、小顔整体、ヘッドスパなどを提供しています。

代表　田中　優
ゆうたなか

soLvis
そるゔぃす

ありい みき

倉
敷
支
部

〒715-0023
井原市大江町3683-1
TEL0866-67-0270
工作機械や半導体装置用「主軸（スピンドル）」の設計・製造を主軸に、その超
精密加工技術を活かした各種部品や治工具の受託製作等も展開しています。

代表取締役 副社長　藤原　政子
まさこふじわら

㈱藤原製作所
ふじわらせいさくしょ

548名
現在の
会員数

2026年10月
理事会承認分

会員情報の変更
（2026年10月末時点）

■㈱ズームコーポレーション 小
野隼氏の役職を代表取締役へ変
更
■社会医療法人 岡村一心堂病
院の組織名を社会医療法人社
団十全会 岡村一心堂病院へ、
岡村暢大氏の役職を院長へ変更

（所在地、TEL、FAX に変更なし）
■田中実業㈱田中康信氏の役職
を代表取締役会長へ変更
■田中実業㈱薮木健之氏の役職
を取締役社長へ変更
■㈱吉備高原サツキ育英会 芝
村啓介氏の役職を取締役社長へ
変更



あなたの知らない
　　　　　わが社のヒミツ

毎回同友会企業にお邪魔して社員さんに直撃取材。
会員企業の秘密に迫ります。

その１.自社の圧倒的な強み
米戸：他社との違いを生み出すために意識していることはあり

ますか？
藤本：弊社では、いかに競争優位性を持つかということを大切

にしています。 お客様の顕在ニーズだけでなく、潜在的
なニーズまでしっかりとお聞きした上で、「このお客様に
は何が必要なのか」を考えます。 そのため、既存のパッ
ケージをそのまま提供するというよりも、お客様に合わ
せてオリジナルで１から提案することが多くなります。 
ICT という技術だけではなく、お客様の話を聞き、相手
を理解し、まだ形になっていない課題まで一緒に考える。
そのための「人間力」があってこそ、ICTを生かすこと
ができると考えています。

その２. 人間力×ICT で地域とお客様の課題を
解決する

米戸： 「人間力×ICT」という考え方について教えてください。
藤本：お客様からいただくご要望の中には、これまで一度もし

たことがないものもあります。 ただ、そうしたご相談を
いただいたときに、できないと思ったことは一度もあり
ません。どうしたら解決できるかを考えます。 考えてい
るうちに、途中から自分自身が楽しんでいることもありま
す。したことがないことでも知恵を絞り、できる限りの
方法を考えて、お客様に提案しています。 そのために営
業担当者に求められるのが、お客様の要望を聞き出す力
です。表面に現れている「顕在ニーズ」だけを聞くので
は十分ではありません。お客様のことを本気で考えて、
様々なことをお聞きすると、その奥にある「潜在ニーズ」
が少しずつ出てきます。「本当は何に困っているのか」「そ
の先で何を実現したいのか」。そこまで理解することがで
きれば、私たちから提案できることも変わってきます。

ビジネスセンター岡山㈱
代表取締役社長　岡本 匡史氏（岡山北支部）2010年入会

その10

所在地：岡山市北区島田本町1－5－37
T E L：086-255-1115
U R L：https://www.bco.co.jp/

回答者：営業部係長 藤本 秀幸さん

その３.自社から他社へつなぐ
米戸：お客様と接するときに大切にしていることを教えてくださ

い。 
藤本：一番大切にしているのは、お客様を尊重することです。 

お客様からご相談いただいたことに対して、必ずしもす
べてを自社のサービスで解決しようとは考えていません。
弊社では対応できないことは、他社にお願いした方が
お客様にとって良いこともあります。 そのような場合に
は、他社におつなぎします。大切なのは、最終的にお
客様に満足していただけるかどうかです。お客様にとっ
て何が一番良いのかを考えながら、日々接することを心
掛けています。

その 4.地域貢献に熱い！
米戸：お客様や他社を「つなぐ」というその姿勢は、地域社

会との関わりにも通じるものがありますね。地域との関
わりで大切にされていることについて、岡本さんはいか
がでしょうか？ 

岡本：私たちは IT の会社ですが、IT を通じてさまざまな人や
地域とつながることができると考えています。その一つ
が、私の地元にある高校との取り組みです。高校生と連
携し、ごみ拾いやスタンプラリーのアプリを開発しまし
た。また、地元の店舗約 20 軒に声を掛け、高校生が
地域の方々と交流できる機会をつくっています。こうし
た取り組みは、単にアプリをつくることが目的ではなく、
IT をきっかけに地域のつながりをつくっていきたいとい
う思いがあります。 例えば、生徒さんたちに万が一何か
あったとき、地域のお店に駆け込むことができれば安心
です。困ったときにお店に助けを求めることができる。
そんな関係を日頃から地域の中につくっておくことも大
切だと考えています。 地域の方々と高校生、お店、企
業などがつながるきっかけをつくることも、私たちにで
きる地域貢献の一つだと思っています。

事業内容　コンピュータ業務の総合受託

左が藤本さん
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聞き手　Kitobito　  米戸 雅之
執　筆　ikigailabo　小原 裕美

取材後記
　岡本社長は倉敷市真備町の出身で、西日本豪雨災害
で被災した一人です。そのため、地域貢献に対する思
いが大変強く、幅広く活動しています。また、IT化が
急速に進む社会の中でも「人間力」を活かし、お客様
を尊重した温かいサービスを提供されていることが伝
わりました。
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会場：ホテルグランヴィア岡山・岡山コンベンションセンター会場：ホテルグランヴィア岡山・岡山コンベンションセンター

主催：中小企業家同友会全国協議会 設営：岡山県中小企業家同友会
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）

１３時開会 １２時閉会

会費（※交通費・宿泊費別）
懇親会参加：30,000円
懇親会なし ：19,000円

※会費について、消費税法基本通達5-5-7に該当する共同行事のため
課税仕入れにはしないようにお願いします。

タイムスケジュール（予定）

2月19日（2日目）2月18日（1日目）

全体会開会9:00分科会開会13:00

全体会閉会12:00分科会閉会17;30

懇親会開会18:30

懇親会閉会20:00

第57回第57回

中小企業問題
全国研究集会

中小企業問題
全国研究集会

in

今を問い、未来をつくる



岡山県中小企業家同友会
第57回全研in岡山 開催企画

岡山国際交流センター
7階多目的ホール
（岡山市北区奉還町2-2-1 086-256-2905）

日 時

★本申込内容は､岡山県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活用させていただきます｡

お申込み・お問い合わせ 申込みフォームは
こちら

申込みは【e.doyu】もしくは【申込みフォーム】からご登録ください。
※申込みフォームから登録した方には、受け取り確認のシステムメールが送付されます。

岡山県中小企業家同友会 事務局 086-222-7473
info@okayama.doyu.jp

会 場

会 費 締 切

12月9日（水）
18:00～20:45

無 料 12/8 正午

第4回

グループ長学習会

問題提起

田中実業（株） 代表取締役会長

田中 康信 氏
（全研in岡山 第9分科会 報告者）

議論の進行を担うグループ長には、経営者
に必須の能力とも言える「引き出す力」「伝
える力」「まとめる力」が求められます。 立
場も考え方も異なるメンバーから発言を引
き出し、様々な意見の中から本質をつかみ、
全員が納得できる結論へ導く。そのスキル
は、日々の会議や交渉、そして経営そのもの
に直結する力です。

シリーズ最終回となる今回は、本番の分科
会に近い形式で行う仕上げの研修です。

全研第9分科会 報告者の田中実業（株）の
田中康信氏に報告をいただき、本番の予行
演習を兼ねたグループ討論を行います。

全研で議論される「中小企業問題」を自社
の経営に引き寄せて考える絶好の機会です。

来年2月の全国研究集会では、岡山のグ
ループ長の進行に全国の会員の目が注がれ
ます。 自身の成長と全研の成功のために、
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

18:00 開会＆趣旨説明
18:15 報告・問題提起
19:05 アドバイザー補足説明
19:20 グループ討論
20:20 討論振返り・グループ発表
20:35 全体の振り返り
20:45 閉会
21:00 有志懇親会

● タイムスケジュール（予定）

アドバイザー （予定）
新見公立大学 健康科学部 地域福祉学科
講師 長宗 武司氏

「地域を支える企業の役割と責任」

～自社の経営課題を見つめ直し、議論を深める～

mailto:info@okayama.doyu.jp










岡山県中小企業家同友会 障害者問題委員会

2026年度 行事のご案内

同友会会員の就労支援事業所への施設見学

「こども性暴力防止法」に関する学習会
講師︓（一社）こども性暴力防止ネットワーク 代表理事 戸田 大介氏
日時︓9月9日18:00〜20:00 会場︓岡山同友会 事務局会議室（岡山市北区富田29）
2026年12月に施行される「こども性暴力防止法（日本版DBS）」では、義務対象の事業者（学校や保育、塾、
スポーツクラブなど）が適切な対応を行わなかった場合、行政処分や罰金だけでなく、事業者名の公表など、
経営・信用を揺るがす事態に直結します。対応が必要な業種の方はもちろん、直接の対象とならない事業者で
も保育・教育系のICT事業、システム（情報セキュリティ）関係の事業者や士業の方も影響が出ると見られて
います。対応の事前準備なども必要になります。リスクを防ぐための対応・対策を一緒に学びましょう！

同友会会員の就労支援事業所への施設見学

会費︓1000円
定員︓30名

会費︓無料
定員︓10名

日時︓10月29日10:00〜12:00
訪問施設︓（一社）結い 就労継続支援B型事業所 ワークハウス・わくわく︕

就労継続支援B型事業所 喜楽
今回は（一社）結いの早瀬所長にご協力をいただき、就労支援時事業所への見学ツアーを行わせていた
だきます。実際の作業の様子を見学した後、場所を移して事業説明や質疑応答などの時間を取ります。
集合場所などの詳細が決まり次第、ご案内となります。定員に限りがありますのであらかじめご了承

ください。※定員の関係で会員の方のみご参加いただけます。

会員限定企画

メンタルヘルスに関する学習会①②
講師︓しえんメンタルヘルスLab.（株） 事業部長 西邑 翼 氏
日時︓26年11月09日18:00〜20:00 会場︓岡山国際交流センター 5F 会議室1
日時︓27年03月12日18:00〜20:00 会場︓岡山国際交流センター 5F 会議室1
昨今話題にもよく上がるメンタルヘルス。あなたの会社ではどのように対応していますか︖
しえんメンタルヘルスLab.（株）西邑事業部長から講習をいただきます。単なるストレスチェック
ではなく、自社で活用できる学習会です。会員以外の経営者の方の参加も受付予定です。

詳細が決定しましたら同友会ホームページにてご案内いたします。

会費︓1000円
定員︓40名

障害者特性・障害者雇用について知る学習会
講師︓ｂｏｎ（株）代表取締役 横田 一馬 氏（就労移行支援事業所オカヤマエール）
日時︓12月7日 18:00〜20:00 会場︓岡山同友会会議室＋zoom
障害者雇用を始めたり、継続したりするとき、多くの経営上の課題や疑問点が浮かんできます。
「どのような対応と仕組みを作れば良いのか」「どのような支援や助成金などがあるのか」「どこ
までの相談をどこにしたら良いのか」などなど・・・。本学習会では、事例報告＆講習と質疑応答
などを通して、そんな課題や疑問をクリアにしていきます。ぜひお気軽にご参加ください。

会費︓500円
定員︓現地15名

ｵﾝﾗｲﾝ無制限

★オブザーバーとしてご参加いただけるのは中小企業経営者、事業後継者、取締役以上の幹部社員の方、行政・経営支援機関・金融機関の
職員の方です。会員企業の社員の方も役職に関わらずご参加いただくことが可能です。

★本申込内容は､岡山県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活用させていただきます｡

お申込み・お問い合わせ

申込みは同友会ホームページの公開行事予定（右記QRコード リンク先）からお願いします。

ご質問やお問合せは岡山県中小企業家同友会までご連絡ください。
（ 086-222-7473 E-mail ： info@okayama.doyu.jp）

mailto:info@okayama.doyu.jp












１企業変革支援プログラムとは
（1）「人を生かす経営」の総合実践と企業変革支援プログラム
（2）経営指針の実践とは
（3）企業変革支援プログラムと同友会運動
（4）各カテゴリー・サブカテゴリーと「労使見解」等との整合

性および相関関係

２企業変革支援プログラムの活用
（1）企業変革支援プログラムの使い方
（2）企業プロフィールシートについて
（3）自己分析シートから成熟度を確認する
（4）熟成度の考え方
（5）変革項目優先順位シートの使い方
（6）変革検討シートの使い方
はじめて企業変革支援プログラムに取り組む方へ

＜エントリー自己診断＞
企業プロフィールシート
成熟度の基準と成熟度向上のために

３自己分析シート
Ⅰ.経営者の責任
Ⅱ. 経営理念を実践する過程
Ⅲ. 人を生かす経営の実践
Ⅳ. 市場・顧客及び自社の理解と対応状況
Ⅴ. 付加価値を高める
Ⅵ. 企業の社会的責任
変革項目優先順位シート
変革検討シート
※事業構造の確認（参考）

目 次

『企業変革支援プログラム Ver.２』の３つの意義
A4判 80ページ 本体価格：2,000円

１
２
３

入力シートのダウンロードはこちら https://tinyurl.com/2gwknxvk

『企業変革支援プログラム Ver.２』３つの特徴

今回の改定に際しては、広く、政策、社員教育、共同求人、障害者問題、など中同協組織の広範なメンバーが参加し
ました。このことにより、今日的な課題である働く環境づくりやＳＤＧｓなどの社会的責任に関する記述が盛り込ま
れたほか、共同求人や社員教育などの運動の成果も総合的に反映されました。

従来は、ステップ１の評価をしたら「一安心」して、ステップ２まで手が
伸びていない状況だったと思います。今回の改定でステップ１の要素とス
テップ２の要素が統合されたことにより、評価と同時に「めざす成熟度」
も考え、「今後の取り組み」を具体化するまでの流れが連続しています。

２

従来は、評価点を付ける際の根拠が「直感」的でした。そのため、時間が
経つと、なぜその評価点にしたのか思い出せないケースがありました。
「Ver.2」にはその評価の根拠となる「実践例、考えられる取り組みの例」
の欄があり、これをチェックすることで評価の背景を考えることができ、
評価点を選んだ根拠が明瞭になります。また、1年後に「なぜ、その評価
点にした」のかを振り返ることができます。このプロセスを毎年繰り返す
ことで、取り組みのサイクルをより効果的に進めることができます。

３

１

　11月・12月は
「企業変革支援プログラム」
　登録・普及月間です。

https://tinyurl.com/2gwknxvk






12月18日(金)



 
 
 
 
 
 
 
 

                 【入会対象者 紹介フォーム】 

                  ← 左記の二次元コードから 
紹介企業を入力いただけます。 

 
                     
 
 
↓↓↓     以下の内容を記入いただき、事務局に提出いただくことも可能です     ↓↓↓ 
 
企業名   氏 名  
役 職   住 所  
アプローチ方法  ☐ 紹介者がする ☐ 紹介者と支部会員が一緒にする  ☐ 支部会員に任せる 
入会案内  ☐済 ☐資料のみ(説明未了) ☐未了  入会確度 ☐高い ☐中くらい ☐不明 

その他 
情報 

 
分かる範囲

でＯＫ 

業種  
電話番号 ／ FAX 番号  ／  
E-mail アドレス    
参考情報 
(関係性、経営課題、所属
団体等) 

 
 
 
 

 
 
企業名   氏 名  
役 職   住 所  
アプローチ方法  ☐ 紹介者がする ☐ 紹介者と支部会員が一緒にする  ☐ 支部会員に任せる 
入会案内  ☐済 ☐資料のみ(説明未了) ☐未了  入会確度 ☐高い ☐中くらい ☐不明 

その他 
情報 

 
分かる範囲

でＯＫ 

業種  
電話番号 ／ FAX 番号  ／  
E-mail アドレス    
参考情報 
(関係性、経営課題、所属
団体等) 

 
 
 
 

 

 

ご紹介者 会社名 （  ） 

 お名前 （  ） 

＜同友会事務局＞  
ＦＡＸ︓086-225-3662 
E-mail︓info@okayama.doyu.jp 

※同友会の経営者は取締役以上もしくは後継者を指します。 

ご提供いただきました情報は入会活動等を活用させていただきます。 



推薦状（兼 経営幹部入会申込書） 
 
すべての記入欄は必須項目です。未記入の項目がある場合は、事務局より確認のご連絡をいたします 
 

■推薦者（会員経営者）記入欄 

記入日 西暦   年  月    日 
☐ 被推薦者は同友会の役には就かないことに同意します。 
☐ 被推薦者の貴会における活動の責任はすべて推薦者である私にあります。 
☐ 被推薦者が幹部としての地位を失った場合、速やかに退会の手続きをとります。 
☐ 推薦者である私自身が退会する場合は被推薦者のみが会に在籍することを避け、会員資格を 

有する後任経営者に会員を引き継ぎます。 
☐ 被推薦者の会費の納入は口座振替を以って行います。 
☐ 初回会費（2 か月分、14,000 円）については請求書記載の期日までにお支払いします。 

一旦払い込まれた会費は、退会の期日に関わらず返金を求めません。 
社  名  

氏  名  役  職  

会社所在地 
（〒   ） 
 

会社TEL  会社FAX  
 

  
 

26.06 改 

■被推薦者（入会希望者）記入欄  
フ リ ガ ナ  

社   名 
※推薦者の情報と異なる場合のみ

．．．．．．．
記入してください 

 

所 在 地 
連 絡 先 

※推薦者の情報と異なる場合のみ記入してください 
〒  
 
 

TEL  FAX  
フ リ ガ ナ  生 年 月 日 
氏   名  西 

暦  年  月  日 

役   職  携帯電話  

E - m a i l 
※会からの重要なお知らせに加え災害時の安否確認等の際に必要です。携帯電話のメールアドレスは容量制限等により受信できない場合が 

ありますので、スマートフォンやパソコンで確認できるメールアドレスをご記入下さい。 

 

☐ 
岡山県中小企業家同友会規約第 8 条のとおり、私は反社会的勢力ではなく、また反社会的勢力とも関係はな
く、今後もそれに該当しないことを確約します。    本内容に問題ないことを確認し「✔」を付けてださい 

事務局記入欄 
受付者 支部 地区 会員台帳 会費台帳   

 
 
 

      

尚、当申込書の登録内容は、会活動において会員名簿やホームページ掲載、行事参加登録、参加者名簿作成、機関紙・チラシの発送データ、その他活
動に必要な場合は資料又はデータとしての配布等に活用します。また、利用目的の範囲内で情報の取り扱いを中同協等に委託する場合があります。 



〒719-1137  岡山県総社市駅南一丁目1番地5

サンコー印刷株式会社
Aiming for the future together with

サンコー印刷HP
お問い合わせ▼

お電話受付時間
8：30～17：00（土日祝除く）

まずはお気軽に
お電話ください！0866-93-2121

FAX：0866-93-9601  E-mail：eigyo@sankopr.co.jp

検索順位が
低い…

見づらい…

お問い合わせが
来ない…

長らく更新が
止まっている…

を、 　　　　　　　　　　　　に育てる

「Webソリューションプラン」とは？
売上につながる武器 ほったらかしのHP

でホームページ、作っただけ？止まってませんか

詳し
くは

裏面
へ

1

2

3

４

岡山県中小企業家同友会 会員の皆様へ



〒719-1137  岡山県総社市駅南一丁目1番地5

サンコー印刷株式会社
Aiming for the future together with

サンコー印刷HP
お問い合わせ▼

お電話受付時間
8：30～17：00（土日祝除く）

まずはお気軽に
お電話ください！0866-93-2121

FAX：0866-93-9601  E-mail：eigyo@sankopr.co.jp

WEBSOLUTION PLAN

まずはお気軽にご相談ください！
気になっている方も、お悩みの方も、

Webソリューションプラン
サンコー印刷のWebソリューションプランとは、ホームページの閲覧データをもとに、
課題や改善点を分析し、より効果的なホームページへと成長させていくために、
お客様と弊社アドバイザーが二人三脚で取り組むサンコー印刷独自のサポートプランです。

一緒にホームページの目的や強みを見直し
ながら、自社の価値観を改めて考える機会
にしていただけます。

価値観の再発見

タイムリーな情報発信ができるよう、スタッフ
がホームページの更新作業をしっかりサポー
トします。

運用負担の軽減

ターゲットユーザーにしっかり届くホーム
ページへと育てることで、集客や問い合わせ
につながる導線づくりをサポートします。

SEO対策の強化

定期的なサイト診断と
改善提案

検索されやすい
ページ設計

ホームページ
更新のサポート

問い合わせにつなげる
流れづくり

詳しくはこちら！

『Webソリューションのススメ』を読む
Web

ソリューション
特設ページ

Webソリューションについて

マンガ

このプランでできること

Webソリューションプランで
こんなイイことが！

等料金 プランの流れ

５

６７
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